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1．はじめに
1－1　問題の所在
　スポーツはその形成・発展過程において，それぞれの種目毎に何らかのイ
メージが付与されてきた。19世紀末の英国においてその多くの近代スポー
ツの原型が確立された。そこでは有閑階級によってそれらが育まれたため，
近代スポーツの多くは高貴的なイメージが付与された。加えて，それぞれの
種目には性的イメージも付与されていった。ホール（2001）によれば，これ
までのスポーツは「男性用に定義され男性に支配」されてきたと指摘してい
るが，種目毎に細分化して注目してみればこの限りではない。テニスの場合
は永らく高貴的かつ女性的なイメージが付きまとってその形成が試みられて
きた。もちろん，この見解には個別的な視点では様々な異論が飛び交う内容
であるが，一般的な見解として一定の妥当性はあるといえよう。
　本研究は，女性的なイメージを所有した近代テニス（ローンテニス）Dが
明治初期に我が国に伝播され，明治中期には学校という枠組みの中で全国的
な普及がなされたという事実背景の歴史的経緯を明らかにする（補強する）
ことを目的とする。そのために，当時のローンテニスの性的イメージがどう
かたちつくられていったのか，そしてそれらは何を目指していたのかを明ら
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かにする。
1－2　テニスは女性的？
　上記の目的に向かって論を展開する前に，そもそも女性的なスポーツとは
どの様なものであったのであろうか。「ジェンダーフリー」が社会的キーワー
ドの一つとなっている昨今では，スポーツにおける男女の境界線を明確に描
くことは困難になってきている。事実，2008年の北京オリンピック大会で
の28競技のうち，野球に対してソフトボールを実施すると考えた場合，男
子のみの実施競技はボクシングを残すだけとなっている。
　しかし，スポーツイベントにおける参加種目の男女間の機会均等への本格
的な動きは，1970年代以降になってからのことであり極々最近のことであ
る。1896年に復興された近代オリンピックでは，1900年パリ大会で初めて
女性の参加が認められた。その競技はゴルフとテニス（女子シングルス，女
子ダブルス）の2競技3種目のみであった。ちなみに陸上競技は，1928年
アムステルダム大会で初めて女性にも参加が認められた。來田（2003）の調
査によれば，1930年5月にベルリンで行われたIOCの第9回オリンピック
会議で，国際オリンピック委員会（IOC）会長バイエ・ラトゥールは，「大
会への女子の参加は体操，水泳，テニス，スケートの美的種目のみに」と提
言したとされている。つまり，当時のスポーツ界の権威者のひとりであるラ
トゥール自身の考えとして，陸上競技は女性に相応しいものではなく，逆に
テニス等は美的なスポーツ種目として女性に相応しいものと認識していたと
いうことになる。
　近代テニスが日本へ伝播されたのちも，テニスと女性は切り離されること
はなかった。横浜山手公園に初めて創設された居留外国人によるテニスクラ
ブ（レディース・ローンテニス・アンド・クロッケー・クラブ）も女性によ
るものであった。我が国における女性とテニスの蜜月な関係について，鳴海
（1980）によれば，「欧米先進国の文明をいち早く身につけ，女性の自由を拡
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げていこうとする新しい女性たちが，婦人のスポーツに適当なものとしてテ
ニスをとりあげた」ことを理由のひとつに掲げている。しかし，この理由は，
当時の良妻賢母型の女性教育に疑問を抱き，これらの封建的女性観を拭い捨
てようとした当時の一部の進取的なエリート女性にのみあてはまるものであ
り，一般的な理由としてはいささか偏狭さを感じずにはいられない。ともあ
れ，女性的なイメージを有したまま我が国に渡ってきた近代テニスは，頑強
に取り付かれた女性的なイメージをどのように利用して，また，時には克服
して，全国的な普及が果たされたのであろうか。
2．明治期の我が国の男女間の就学率格差
　まず，明治期の男女間の就学率の状況を把握する。この作業によって，各
レベルの学校によって男女間の就学率格差がどの程度であったのかが明らか
になり，自ずから当時の政府（文部省）の執るべき教育方針が予測できると
思われる。具体的には，文部省（1972）のデータをもとに，明治期の全学齢
児童数に対する各種学校の児童・生徒数の男女比の割合（％）を年次推移に
沿って概観しそれらを比較した（表1参照）。
　明治6（1873）年では尋常小学校（尋常科）への就学率は男子39．85％で
あるのに対し，女子は13．34％であり，約3倍もの格差があった。しかし，
大正2年には男子87．41％，女子87．03％となり，その格差はほぼ解消された。
我が国の尋常小学校への就学率の男女格差は，明治期の約40年をかけて是
正されたといえる。
　ところが，男女共に一般的な尋常小学校卒業後の進学先であった高等小学
校への進学率は，明治末期頃でも約2倍の格差があった。増して，中等およ
び高等教育機関ではその男女間の就学率格差は開く一・方であった。
　これらのデータから，我が国の教育に関する男女の機会均等は着実に進展
していることが理解できる。しかし，より高等な教育機関になればなるほど，
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　　　　　　表1　戦前における全学齢児童数に対する就学率 （％）
尋　　常　　科 高等小学校 師　範　学　校年
男　子 女　子 男　子 女　子
高　等
頼w校 男　子 女　子
明治6 39．85 1334
明治11 60．74 23．79 0．25 0．02
明治16 66．90 34．57 488 1．08 0．02 0．18 0．02
明治21 52．91 25．27 4．05 0．98 0．08 0．12 0．02
明治26 51．36 29．50 7．41 1．94 0．09 0．13 0．02
明治31 54．08 39．39 14．41 4．72 0．26 0．25 0．03
明治36 62．50 63．37 22．53 9．77 0．84 0．46 0．13
明治41 76．59 70．84 11．49 5．67 1．34 0．42 0．16
大正2 87．41 87．03 1L25 5．50 2．34 0．49 0．25
大正7 88．74 88．72 11．45 5．76 2．94 0．40 0．20
大正12 85．86 86ユ1 15．26 8．73 5．26 0．48 0．24
昭和3 85．82 86．12 16．79 10．43 7．52 0．68 0．32
昭和8 85．87 86．12 16．60 11．54 6．84 0．39 α20
昭和13 85．53 85．83 17．98 13．49 8．24 0．35 0．19
昭和18 99．55 99．56 22ユ0 19．57 14．37 0．83 α34
その是正速度が緩慢になってきているという傾向も明らかである。これらの
データにみる我が国の就学率推移の状況下で，明治期末に男女間就学率格差
是正に成功した尋常小学校における教育方針は，男女両性を意識した偏りの
ないものである必要性があった。
　テニスは，坪井・田中の『戸外遊戯法』（明治18年）をはじめとする明治
中期に相次いで刊行された児童遊戯書に頻繁に紹介されたことが，小学校へ
の普及を促したと考えられている。
　比較的初期に男女の就学率格差が是正された小学校の場合，男女児童共に
行える遊戯が比較的受け入れられやすかったと思われる。このことは，裏を
返せば，小学生を主な対象とした児童遊戯書に採用されるべき遊戯種目は，
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男女同等に活動できる種目である必要性が高まっていったことを示している。
事実，『戸外遊戯法』の改正版（明治21年）では，前版に採用されていた
「ベースボール」，「操櫓術」等の小学校児童にとって高度なスポーツ種目と
考えられるものを削除した上に，比較的簡易に活動の出来る遊戯を追加した。
この『戸外遊戯法』の両版にみられる採用種目変化の背景には，男女間の就
学率格差是正に向けた社会一般の動向の影響も少なからず反映していると考
えられる。この様な一連の背景のもと，日本に伝播されたテニスはその女性
的なイメージが巧みに利用され，初等教育機関に取り込まれた素因になった
と考えられる。
3．初期の遊戯書にみるテニスにおける女性的イメージ付与の端緒
　明治10年以降，ローンテニスは幾つかの文献の中にその名称が採り上げ
られるようになった。明治20年前後になると普及を見据えたルールブック
的な記述がみられる文献（遊戯書）が刊行されるようになり，これらの文献
においてローンテニスのより詳細なルールが紹介された。これらの文献は，
ストレンジ（1883）『Outdoor　Games』，下村泰大（1885）『西洋戸外遊戯法』，
坪井玄道・田中盛業（1885）『戸外遊戯法　一名戸外運動法』，坪井玄道・田
中盛業（1888）『改正戸外遊戯法　一名戸外運動法』の4つである。『Outdoor
Games』には，テニスの性的イメージに関する記述がみられなかった。『西
洋戸外遊戯法』は，『Outdoor　Games』の邦訳版といった内容であったため，
基本的にテニスの性的イメージに関する記述内容は『Outdoor　Games』と
同様に記述されなかった。『戸外遊戯法　一名戸外運動法』には，「『ローン
テニス』ハ男女老幼巧拙ノ如何ヲ問ハス之ヲ演習シ得ルノ遊戯ナリ」と定義
されている。このことからローンテニスは，男性および女性どちらにも相応
しい遊戯（競技）として認識されていたことが理解できる。しかし，活発な
遊戯活動から女性を遠ざける社会的風潮の中，ローンテニスが女性に積極的
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　　　　表2初期の遊戯書にみるテニスの性的イメージに関する記述
発刊年 文　　献　　名 記　　　　　述
明治18年坪井玄道・田中盛業
柱ﾋ外遊戯法』（p．62）
「ローンテニス」ハ男女老幼巧拙ノ如何ヲ
窿nス之ヲ演習シ得ルノ遊戯ナリ
明治21年坪井玄道・田中盛業
w改正戸外遊戯法』（p．68）
「ローンテニス」ハ男女老幼巧拙ノ如何ヲ
窿nズ，二人ニテモ三人ニテモ又四人ニテ
tVヲ演習シ得ルノ遊戯ナリ
に勧められたということは，ローンテニスが日本へ伝播されて間もないこの
時期に既にローンテニスに女性的なイメージが付与されていたという確信を
より強固なものにしてくれる。
　このように，我が国においてローンテニスが文献において本格的に紹介さ
れ始めた当初から，ローンテニスには女性的なイメージが付与されていた。
この性的イメージという意味においては，ローンテニスを西洋から伝播・受
容するにあたって何等デフォルメされることなくニュートラルに受け容れら
れたのであった。そして，この女性的なイメージが付与されたローンテニス
は，男女の就学格差が是正されていく背景のもと，「婦女子でも」活動する
ことができるという競技（遊戯）観に端を発して「男女共に」活動すること
ができるという解釈が定着した。このことが，遊戯種目として初等教育機関
で一定の地位を確立した原動力となったと考えられる。
　しかしながら，ここで一つの大きな疑問が生じる。明治30年代以降，女
学校を除き，中等以上の学校では男性がその大部分を占めていたという状況
においても，急速にそれらの学校の課外活動としてローンテニスが普及され
ていったという事実をどう捉えるかということである。そこで，女性的なイ
メージを有したテニスが，男性主体の中等および高等教育機関にも比較的早
く普及された事実背景を明らかにする必要が生じてくる。明治30年代の文
献にそれらの手掛かりが散見されるが，その前に，明治30年代の我が国の
テニスの状況を雑観してみよう。
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4．明治30年代の我が国のテニス
　明治20年代に入ると，学校数の急激な増加と共に各学校において校友会
組織が漸次整備され，課外活動団体として運動部が組織されるようになる。
例えば，渡辺（1978）の研究によれば，旧制中学校の校友会組織の設立は，
明治25年から34年の間に集中している。明治期の学校運動部によるスポー
ツ活動は，撃剣（剣道）や柔術（柔道）の在来武術系の種目と並んで，外来
スポーツとしては野球，ボート（漕艇），テニスが比較的早く普及した。そ
れまで，有志による同好の集まりであった組織が，校内組織の一部として認
定されたことにより，フォーマルなスポーツ組織へと発展して，さらなる継
続的活動が推進されるようになった。明治30年代後半から日本のテニス界
で「四大雄鎮」と称された高師，高商，慶鷹義塾，早稲田の四校も渡辺の指
摘の通り，明治25年から35年の間に校友会組織が整備されると同時に，ロー
ンテニス部が課外スポーツ団体として学校組織の一部として成立したのであっ
た。そして，この各学校の校友会組織が整備されることと並行して，各スポー
ツ種目は教育的価値を付与された遊戯的活動から，競技的な活動へと移行す
る段階へと入っていく。野球の場合，明治末期の朝日新聞紙上で展開された
「野球害毒論争」等のように，競技化偏重への反動もみられた。しかし，競
技スポーツに重心を傾ける中でも教育的価値をそこに見出すという傾向は不
変であり，愛校心を育む有効な手段として学校におけるスポーツ活動は一般
的に推奨されるべきものであった。この競技的な精神の芽生えから活動も校
内から校外へと向かい，対外マッチを行うようになる。野球等では居留外国
人との対戦もあったが，大概は近隣の学制的に同レベルの学校同士の対戦か
ら開始された。
　テニスにおける初めての学校間の対抗戦は，明治31年11月，高等師範学
校対高等商業学校であった。両校は，学制的に見れば高等専門学校として同
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格であり，地理的にも両校はお茶の水（高師）と神田（高商）に位置してお
り，川を渡れば互いの校舎に簡単に行き来ができる距離であった。この試合
に関して注目すべきことは，我が国で初めて行われたテニス対抗戦であった
ことのみならず，この試合において用いられた試合形式がその後の我が国の
テニス対抗戦の基準となったことである。その形式とは十組勝抜優退方式の
団体戦であった。この対抗戦に合わせ両校で規則等が協議されたが，その細
部を明らかにする史料は現存していない。その後，学校間のチーム対抗方式
のテニスマッチは，高師，高商を中心に広まっていった。さらにこの両校に，
慶鷹，早稲田の2校を加え「四大雄鎮」と称せられ，明治37（1904）年10
月の慶慮対早稲田戦の開始により実質的に4校リーグが完成した。その後の
ゴム球を用いた日本のテニスでは大正期中頃まで，マッチといえば団体戦の
ことであり，対校試合が主要イベントとして隆盛をみた。トーナメント方式
の個人戦は全くと言って良いほど行われることはなかった。
　この頃（明治38年以前）の各対抗戦で用いられたルールは，各対戦毎に
協議して決定されており統一されたルールは存在しなかった。
　明治37年10月の早慶戦の開始によって「四大雄鎮」と称せられた4校リー
グが形式として確立してから，これら4校の対戦は，当時の新聞記事にも採
り上げられるようになり世間の注目度も高くなっていった。この様な中，4
校によって統一ルールが策定された（以下，「4校ルール」）。このルールは，
明治38年秋季の対戦から用いられた。それまで，ゴム球を用いた日本式テ
ニスの統一ルールは存在しなかったため，「4校ルール」は日本式テニスの
初の統一ルールとして，全国に急速に浸透していった。それまで，経験的に
行われていたため活動母体によって差異が生じていたルールが，「4校ルー
ル」の導入によって統一されることとなった。
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5．明治30年代のテニス専門書にみる
　テニスにおける男性的イメージの生産
　明治30年代に入ると，各学校の校友会が整備されスポーツ活動団体が校
内組織として位置付けられるようになる。後藤（2001）によれば，当初は複
数の種目に所属することが多かったが，対校試合がおこなわれるにつれ競技
化が進み，明治30年代末には一種目に専従する傾向が強まった。このよう
な背景のもと，スポーツを扱う文献も複数種目を取り扱った遊戯書だけでは
なく，単一スポーツ種目のみを取り扱う専門書が刊行されるようになる。テ
ニスの場合，初めて刊行された専門書は青井鍼男『ローンテニス』であり，
明治32年のことである。これらテニス専門書にみられた性的イメージに関
する記述をひとつずつ辿ってみる。
5－1青井鍼男（1899）『ローンテニス』
　青井鍼男2）は，一高野球部全盛期の選手であって，初めて横浜の外国人チー
ムと対戦した時の投手であった。米国の野球規則を邦訳したことでも知られ
ている。昭和34（1959）年に財団法人野球体育博物館による野球殿堂制度
が設けられた時に，正力松太郎，平岡煕に続いて3番目に殿堂入りを果たし
た人物であった。彼は本書を著した頃，一高を卒業し工科大学に在学中であっ
た。当時の誰もがそうであったように，大学進学後，彼は野球選手を引退し
た。このころは一スポーツ種目の専従化の過渡期にあたるため，青井が野球
だけではなくテニスにも精通していることは，当時の一流の運動家たる所以
であった。青井鍼男『ローンテニス』（明治32年）では，テニス競技の特性
を「婦女子と錐ども最も面白く遊技し得らるるものなり然れども案外に身躰
四肢を使ふこと多ければ運動には充分」とされ，青井はテニスを女性に適し
たスポーツと全面的に認めながらも運動量としては男女共に適したものとし
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ている。
5－2　野田孝一（1899）『庭球』（内外遊戯全書第六編）
　内外遊戯全書は，明治32（1899）年7月から明治33（1900）年12月にわ
たって15編に分冊されて漸次出版され，スポーツをテーマにした全書形式
としては日本で初めての試みであった。内外遊戯全書の第六編目にあたるの
が，野田孝一3）『庭球』（明治32年）であった。同書では，「小兄婦女子と
難ども男子と同じく競技し得る」とされた点に関しては前述の青井と同様で
あったが，さらに「家庭の遊戯として最も適せるもの」とされている。野田
は工科大学の学生という点では青井と同様であったが，青井とは異なりスポー
ツに関する特筆すべき経歴はなかった。そのため，野田はこのころ既に幾つ
かの学校間で対外マッチが行われていた学校におけるテニス活動に触れる機
会が少なかったため，学校課外活動を意識したテニス観に欠如していたと考
えられる。
5－3　高橋清一（1900）『實験ローンテニス術』
　高橋清一（1900）『實験ローンテニス術』は，高等師範学校生徒である高
橋清一によるものである。また，四大校関係者が著したテニス専門書として
初めてのものである。しかし，高橋は高師のローンテニス部に所属していた
かどうかは不明である4）。とにかく，高師ローンテニス部の正選手としての
経歴が無いということは各種試合結果から明らかである。恐らく高橋は，熱
烈なテニスファンであったか，あるいはローンテニス部員であったとしても
プレーヤーとしての華やかしい経歴の無い二流選手であったと考えられる。
また，遊戯書を初め当時のテニス関連文献の多くが実際の活動場面に即座に
参照できる様に書籍そのものの大きさは比較的小型で記述量も少なくハンド
ブック的意味合いの強いものであった。しかし，本書はそれらに比べ書籍そ
のものの大きさは大きく記述量も豊富であったことから，位置付けとしては
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携帯書ではなくテニスの百科全書ともいえるものであった。
　日本のローンテニス普及の核となった高師（当時の校名は高等師範学校）
生徒の高橋清一が著した同書では，前述の青井および野田のテニス観とは随
分異なるものであった。高橋は，日本人が欧米人に比較して体格，体力が劣っ
ている点を指摘して「これ吾人が普く高等の學生に向て，禮格試験に合格せ
んが為めにローンテニスを學ぶべしと勧告する所以なり」として，テニスが
「体育」の重要な一部分として認識されている。
　高橋が本書を世に発表するに至った目的は，国民の体力増進，品格向上の
一助となるたあに，各種学校を中心に広く社会にローンテニスが採用される
ことを企図したものであった。また，各種学校とは，小学校から高等学校ま
での幅広い普及を視野に入れたものであり，ローンテニスの沿革から技術，
ルール，各種学校の実状に合わせた活動方法を明確に提示するといったより
専門的な記述内容が展開された。この記述形式は，その後のテニス専門書に
大きく影響を与えるものであった。
5－4　野田瀧三郎（1901）「庭球術（ローンテニス）」
　野田瀧三郎（1901）「庭球術（ローンテニス）」は・『遊戯雑誌』の第1か
ら12号（4，11号は除く）の10回にわたって連載された論文である。安藤
（1914）によれば，野田瀧三郎は，高等師範学校文学科卒，高師庭球の黎明
期［明治23（1890）年頃］の勇将として名を残している。
　『遊戯雑誌』は高橋忠次郎が中心となって設立された遊戯研究団体である
「日本遊戯調査会」の機関誌として位置付けられ，明治34（1901）年9月に
創刊された。本誌では，高等師範学校，女子高等師範学校，華族女学校，日
本体育会，各府県師範学校の教授が賛助員として主な執筆者となっている。
また，明治30年代中頃は，この「日本遊戯調査会」をはじめ，坪井玄道に
よる新しい舞踏や行進遊戯の紹介，白井規矩郎による「遊戯法研究会」の設
立等，遊戯研究が盛んになった時期であった。大熊（2001）によれば，この
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ような動きが逆に従来の普通体操，兵式体操中心の学校体育に変化をもたら
し，学校現場を少なからず困惑させたため，明治37（1904）年10月，文部
省は体操遊戯調査委員会を設けたとされている。つまり，「遊戯雑誌」は，
当時の遊戯研究ブームの流れの中で必然的に生じた産物であり，結果的には
日本における学校体育政策にも影響を及ぼす程の力を所有していたといえる。
「遊戯雑誌」の内容構成は，社説，講説，各種遊戯紹介，報告等から成って
おり，本項で採り上げる「庭球術（ローンテニス）」は，特に高等遊戯とし
て紹介されていることから，高等教育機関の学生を対象とした意図が窺える。
　同書の中では，「人はいふローンテニスは不活嚢にして女子に適せるも堂々
たる男子の技にあらずと，何等の嘆言そや，必寛此の技を解せざるに出で敢
て論ずるに足らず。」とされており，テニスの女性的な面に関して否定的な
立場をとっている。
5－5東京高等師範学校ローンテニス部（1902）『ローンテニス』
　本書は，日本初の学校ローンテニス部によるテニス専門書である。主な執
筆者は，橋本吾作，秋田友作，辻信一であった。高商と並んで最もテニスが
盛んな学校であった当時の高師では，ラケットを手にしたことのない生徒は
一人もいないといわれる程であった。そのような日本テニスの中心的存在の
高師ローテニス部の著した文献であるからこそ，テニス普及に果たした影響
力は他のテニス書よりも大きかったと考えられる5）。また，本書は，著者の
実際の経験によるものを記述したものであり，外国で行われる方法と一致し
ないこともある6）ことを明記している。このことから，本書で採り上げるテ
ニスは，単なる外来スポーツの紹介ではなく，自国で培われた内容が随所に
盛り込まれるものであった。
　明治33（1900）年に高師生徒の高橋清一が単著として『實験ローンテニ
ス術』を著したが，本書は，高師ローンテニス部員の共著であり，その内容
も必然的に一段と濃くなった。本書は，『實験ローンテニス術」に一定の評
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価を与えながらも，練習方法，理想的な競技方法に関しては不十分と指摘し
て，更に，『實験ローンテニス術』の不足点を補うことを著述目的の一つと
した。
　本書では，「ローンテニスの特色は全躰の筋肉を自由自在に運用し關節を
圓滑に回輔せしめ身躰を輕快ならしむると同時に其容態を優美に高尚にする
と言ふ鮎である」としている。直接的な性的イメージは記述されていないが，
テニスは身体を優美に高尚にすることに役立つとされ，高貴的イメージがこ
こでは強調されている。
5－6　東京高等商業学校庭球部（1903）『ローンテニスの友』
　本書は，高商庭球部によって著されたテニス専門書である。主な著者は，
片柳台三，濱崎素，和田益得，竹下次男であった。明治36（1903）年10月
に刊行されており，高師ローンテニス部の『ローンテニス』が刊行された約
一年後に世に出されたことになる。「此著述に着手して以來一年鯨りを費や
した」〉東京高等師範学校ローンテニス部編（1902），p．1（凡例）〉とある
ことから，『ローンテニス』の刊行を受けてからの執筆であったことが窺え
る。また，内容的にも明らかにこのライバル校を意識したものであった。
　然りと錐も我邦に於ける形式は静的即ち換言すれば其打方等の事に付
てのみ多く研究せられ，攻撃及び防禦の如き其の動的方面の研究を公に
したるもの甚だ少しとす，此書最も攻撃及防禦の章に重きを措き説明懇
切殆んど至らざるなく，荷しくも「ラッケット」を手にする者之を播か
ば，得る所必ずや大なる事期して疑はざるなり〈東京高等商業学校庭球
部（1903），pp．2－3（序）〉
　これは，当時の高商の松崎藏之助校長が寄せた序文であり，ここでは我が
国ではフォームを重視する傾向であったが，本書では戦術を重視した内容で
表3明治30年代のテニス専門書にみるテニスの性的イメージに関する記述
発刊年 文　　献　　名 記　　　　　　　　　　　述
明治32年 青井鍼男
茶香[ンテニス』
iPP．3－4．）
ローンテニスなる遊技は左程廣き運動場も要せず用ゐる器具も少なく且つ軍簡なる遊技に
ｵて小見と錐も了解し易く少しも危瞼なることなければ婦女子と難ども最も面白く遊技し
ｾらるるものなり然れども案外に身躰四肢を使ふこと多ければ運動には充分にして且つ身
[を登達せしむるに少しも偏することなく一様に登達せしむるを得べし
明治32年野田孝一
w庭球』
iPP．14－15．）
庭球の家庭の遊戯として尊ふべきは實に小兜婦女子と難ども男子と同じく競技し得るに在
閨i中略）余は凡ての遊技中庭球は家庭の遊戯として最も適せるものなることを自認し柳か世の家庭教育に熱心なる人士に向って推薦するものなり。
明治33年 高橋清一
u實験ローンテニス術』
iPP．141－145．）
實に高等なる學生は，其自己に封する義務として，又國家に封する義務として，必先つ其身体を強健ならしめさるべからず，学校に於ても亦，体格の試験に不合格なるものには，決して卒業の免状を渡すべからず（中略）これ吾人が普く高等の學生に向て，腿格試験に合格せんが為めにローンテニスを學ぶべしと勧告する所以なり
明治34年 野田瀧三郎
u庭球術（ローンテニス）」
u遊戯雑誌』第1号（p．35．）
人はいふローンテニスは不活登にして女子に適せるも堂々たる男子の技にあらずと，何等の唖言そや，必寛此の技を解せざるに出で敢て論ずるに足らず。
明治35年東京高等師範学校ローンテ
jス部
uローンテニス』（P．9．）
ローンテニスの特色は全躰の筋肉を自由自在に運用し關節を圓滑に回轄せしめ身躰を輕快
ﾈらしむると同時に其容態を優美に高尚にすると言ふ鮎である。これは他の種の運動の遠
ｭ及ばない所である。（中略）不自然なる運動を避け，正しき姿勢をとる様に勉めさへす
黷ﾎ四肢の屈伸が自在で身躰が一般に優美になり，高尚にして雅致ある品格を作ることが
o來る。
明治36年 東京高等商業学校庭球部
uローンテニスの友』（pp．1－
Q，）
世云ふものあり，日く庭球の戯は欧米諸國多く婦女子の弄ぷ所なり，堂々たる男晃量婦女の蟹に微ふ可けん．況や日本國民たるものをやと，是れ其の一を知って未だ其の二を知ら
ｴるものなり，庭球の戯其形式一ならず，欧米の婦女好んで其の戯の形式の一を選ぶ，而
ｵて我邦の學生庭球の形式に於て其の選ぶ所欧米婦女のなす所に類す，宜なるかな世の笑
?ｬくや，況んや庭球の技たる極めて活澄にして力量と考察力とを要する事決して他の諸
^動に比し其の優其の劣一概に之を断ずる能はざるをや
明治42年早稲田大学庭球部
注ﾅ新庭球術』（p．L）
庭球の技術が傳へられてから，十敷年にも及んで此技術の運動として遊戯として将又，精
_修養の一補助として其効果の著大なる事は，今や世人一般の認むる庭となって居るから
氓ﾉ贅言する必要は無い。
??
毒
??????（????
O
Φ）
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あることを説明している。このフォーム重視という我が国のこれまでの傾向
は，『ローンテニス』の著述内容を暗黙裏に指している。つまり，『ローンテ
ニス』では，フォーム（「スタイル」という用語を用いている）に一つの章
を割き事細かに説明していることから，本書では『ローンテニス」との差別
化の意味合いも込あて戦術重視の方針を打ち出したともいえる。
　総頁数は，約270頁にものぼり，当時としては非常に膨大な記述量であっ
た。また，幾度も再版され明治末期を代表するテニス書として多くの人々に
愛読されたと考えられる7）。
　高師と並んで早くからテニスが盛んであった高商庭球部が著した『ローン
テニスの友』（明治36年）では，「世云ふものあり，日く庭球の戯は欧米諸
國多く婦女子の弄ぶ所なり，堂々たる男鬼宣婦女の輩に傲ふ可けん，況や日
本國民たるものをやと，是れ其の一を知って未だ其の二を知らざるものなり，
庭球の戯其形式一ならず，欧米の婦女好んで其の戯の形式の一を選ぶ，而し
て我邦の學生庭球の形式に於て其の選ぶ所欧米婦女のなす所に類す，宜なる
かな世の笑を速くや，況んや庭球の技たる極めて活澱にして力量と考察力と
を要する事決して他の諸運動に比し其の優其の劣一概に之を断ずる能はざる
をや」とされている。つまり，テニスには，遊戯的なものと競技的なものの
2種類存在しており，我が国の学校課外活動でのテニスは競技的なテニスを
志向しているため，その他のスポーツと同様に体力と精神力を必要とずるも
のであることとしている。
6．テニスにおける男性的イメージの生産とそれらの流布
　このように，対校試合の組織化に伴い競技化が促進され，主に四大校の庭
球部員の面々によって自己を肯定する術として男性性が生産されていったと
いえる。明治38年に四大校庭球部によって初めて制定された統一テニスルー
ル（現在のソフトテニスルールの原型）は，急速に全国の諸学校へと浸透し
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日本のテニスの共通コードとしての役割を果たしたという四大校庭球部の影
響力からも，彼らによって鼓舞されたテニスにおける男性性は，その当時の
テニス観の形成に大きな影響を与えたことが推測される。このテニスにおけ
る男性的イメージの生産と元来所有していた高貴的イメージの強調が融合し
たことにより，男性主体のエリート教育機関であった当時の高等教育機関に
テニス導入促進の理論的枠組みが提供されたと考えられる。もちろん，富国
強兵政策のもと強い国民作りを目指した日清・日露戦争間の社会背景も大き
な前提となっていることは言うまでもない。
7．おわりに
　総じて，我が国におけるテニスは女性に適したスポーツとしてのイメージ
を否定することなく，明治30年代という流入初期において男性的イメージ
の生産と付与に成功した。このことは，テニスが明治期に既に初等教育機関
から高等教育機関まで比較的幅広く普及が成功したという事実の因果関係を
説明するにあたり，重要な背景として強調すべき点であると思われる。
　女性的なイメージを所有して伝来された我が国の近代テニスは，その後，
男性的イメージが付与されたことから独自のテニス観が形成された。この性
的イメージの形成と期を一にして，我が国独自のスポーツ種目であるソフト
テニスの形成が行われた。これらは，互いに何らかの影響を与えていると予
見される。これらについては稿を改めて言及したい。
　　　　　　　　　　　　　　　《注》
1）現在用いられている「テニス」という名称は，1874年に英国のウィングフィー
　ルド少佐が特許を取得して製品化した「ローンテニス」の略称として定着した経
　緯がある。「ローンテニス」以前の室内球戯の「テニス」との混同を防ぐため，
　本稿では「ローンテニス」という語を用いることもある。
2）　青井鍼男：宇都宮市大寛町で明治5年8月10日生。父雅造，母ナヲ，宇都宮
　1日戸田藩士族の長男。栃木県立尋常中学校に進学後東京の中学に移り，明治25
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　（1892）年第一高等中学校入学。のち第一高等学校となり，明治30（1897）年7
　月同校卒業後大学進学。明治33（1900）年7月工科大学造船科卒業。鳥羽造船
　所に技師として招聰された。藤永田造船所技師長，アサヒビール工場長を歴任。
　時勢がアルミニウム生産を急ぎ求めるようになると国産軽金属株式会社の設立を
　計画し，取締役工場長として岩手県黒沢尻に赴任，新事業の完遂に従事中，昭和
　12（1937）年9月17日脳溢血で急逝した。享年65。宇都宮市西原町観専寺に葬
　られた。君島一郎（1972），pp．83－108より。
3）　表紙および中表紙では工科大学野口圭園，奥付では野田孝一とされている。こ
　れは，一方が本名で一方が筆名であるとも考えられるが，その他の著作等が存在
　しないためどちらが本名かは判然としない。本研究では，奥付の氏名である野田
　孝一を著者名とした。
4）　茗渓テニスクラブ（東京高等師範学校・東京文理科大学・東京教育大学・筑波
　大学の硬式庭球部OB・OG会）の名簿には高橋清一の名前は記録されていない。
5）　「此書は主として現在地方に行はれて居るローンテニスのスタイルを改良し，
　此技の美貼を嚢揮したいと言ふ考でかいたのである」東京高等師範学校ローンテ
　ニス部編（1902），p．1（凡例）。
6）「此書は實際著者の経験によりて會得した方法を述べたので欧米人の著書は軍
　に参考したのみであるから，些細な貼は必しも彼國に行はるる法と一致しないこ
　とがある」東京高等師範学校ローンテニス部編（1902）『ローンテニス』，p．1
　（凡例）。
7）　例えば，筑波大学体育・芸術図書館所蔵の『ローンテニスの友』は，明治41
　（1908）年3月に発行された第三版である。また，第二版は明治38（1905）年6
　月に発行された。
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